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１１１１. はじめにはじめにはじめにはじめに 
1-1 本研究の概要 
 授業中に黒板の内容をノートに書き写すような場面では、時間内に多くの文字を書く力が必要となる。中学校

学習指導要領では、速く書くことを目的として行書の学習が明示されている。しかし、十分な学習成果をあげて

いるとは言い難いことが、生徒の実態から指摘されている。筆者らは、書字速度の向上に加え、書字速度が上が

ってもある程度の読みやすさを維持すること、また疲れにくい書字をおこなうことを意図した「書きやすく速く

書くことの学習」が重要であると考えた。先行研究として、大学生を対象とした理論的な研究があり、本研究は

この理論を元にすることとした。ただし、この研究の課題として、中学生への適用の難しさがあげられていた。

本研究は、書きやすく速く書く力の育成について、中学生への指導に適する効果的な方法を検討し、学習効果を

明確にすることを目的とする。 

 効果的な学習をおこなうための方策として、従来の行書学習における静的視点から動的視点への転換を図り、

書字運動を検討することで、書きやすい運動要素を学習要素とする。またその要素を、汎用性などの視点からレ

ベル化する。そしてこれら、難しくなりがちな学習要素を中学生が理解しやすいものへと教材化する。さらに一

般の教員でも指導できることを意識して、動画教材を作成した。 

 以上の方策を用いて授業を構想し、中学校１年生を対象とした実践をおこなった。その学習成果について、全

体の評価結果と、抽出生徒の書字運動の測定結果等をもとにして、書きやすく速く書く力の定着について分析を

おこなった。この結果から本方法の有効性について考察する。 

1-2 日常生活における書字のニーズと現状の問題 
 本研究は、書字および中学校段階の書写指導に関わるいくつかの問題点を解決することを意図して開始した。

まず問題点を明確にしておきたい。 

 コンピュータの普及により、膨大な量の文字を読みやすいフォントにより短時間でプリントアウトできるよう

になった。しかし、書字に即時性が求められるような場面では、現在でも手で書くことが求められている。たと

えば、児童・生徒であれば授業中のノートがそれに該当するであろうし、社会人では会議中のメモなどが該当す

るであろう。このように即時性が求められる書字場面では、「書字速度が速いこと」「ある程度の読みやすさが

維持できていること」「手にかかる負担が少ないこと」の、3 点のバランスが取れた書字行為が重要だと考えら

れる。 

 一方、中学生の書字の実態からは、上記の能力が身に付いているとは言えない様子が見受けられる。例えば、

授業中に黒板の内容をノートに書き写すような場面において、読みやすい文字を書いているが制限時間内に書き

きれない生徒や、制限時間内に書いてはいるが読みにくい文字を書いている生徒がいる。前者については、芳野1

や青山2が、書字運動が低迷した場合に思いの不連続や発想の消滅、ひいては書く活動への躊躇さえ生み出す危険

性があると指摘していることとの関連が予想できる。後者については、押木ら3が、中学校段階以降で字形の整斉

さが低下することを明らかにし、書字速度の上昇を理由の一つとして指摘しているとおりである。このような生

徒の実態に対して、改善するための方策が必要であると考えた。 
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1-3 行書学習および中学校での書写指導の問題 
 中学校学習指導要領4では「文字を正しく整えて速く書くことができるようにするとともに、書写の能力を生活

に役立てる態度を育てるよう配慮すること。」と、整った字を速く書くことが求められ、行書が学習内容となっ

ている。ただし、浦野ら5および佐藤ら6は、中学生の書字の実態調査や意識調査から、行書に関する学習事項の

定着率が極端に低いこと、行書で書くことの意義の理解が不足していることなどを報告している。佐藤らも述べ

るとおり、行書を学習する意義や必要感を喚起させる指導が十分ではないことが推測され、また現在の行書の学

習内容、指導方法等には改善の余地が潜んでいることが考えられる。 

 さらに、中学校書写について、その実施状況に疑問の声があがるといった現状7から、指導する教師の側におい

ても、書写学習の意義の認識・指導方法等に、何らかの課題があることが考えられる。 

 以上より、「書字速度が速いこと」「ある程度の読みやすさが維持できていること」「手にかかる負担が少な

いこと」のための学習について、意義を認識しやすく、教師も指導しやすい内容・方法を検討することとした。 

２２２２. 速速速速くくくく書書書書きやすくきやすくきやすくきやすく書書書書くくくく力力力力をををを育成育成育成育成するためのするためのするためのするための方策方策方策方策 
2-1 先行研究とその課題 
 従来の行書学習を改善しようと

する試みは、齋木ら8や押木ら9に

見られる。本研究では、押木らの

研究における以下の点を元にする

こととした。まず、書く行為自体

の質的向上、すなわち「書きやす

く」書くことを重視する。次に、

書きやすさや書字速度の学習は、

動作・運動の学習という面が大き

く、行書の点画などの視覚的特徴

からは学習しにくいことから、行

書を静的視点から動的視点で捉え

直す。具体的方策は、図 1に示す

とおりである。 

 ただし先行研究には、いくつか

の課題が指摘されていた。大学生

を対象とした実践において効果を

示しているものの、中学生を対象

とした実践には内容が難しすぎる

のではないかという指摘があっ

た。さらに難易度と学習順序など

の問題、指導者が書写実技に熟達

していなくとも、指導できるのか

ということも指摘されていた。 

 本研究は、これらの課題を解決すること、すなわち、中学生に適する学習内容とし、学習レベルを考慮して教

材化すること、実技に熟達した教師でなくとも指導できることなどを意図しておこなうこととした。 

2-2 動的学習要素のレベル化 
 まず、難易度や有用性から学習内容をレベル化しておくことの効果について考えた。たとえば小林10は、USA

においてManuscript writingからCursive writingへの移行学習の際に生じる書字技能のギャップを埋めるため

に、その中間的な書体といえる D'Nealian handwritingがあることを紹介しているが、日本においても楷書と行

書という二分ではなく、中間段階としてのレベルの設定が効果的ではないかと考えた。 

図図図図    1111    本研究本研究本研究本研究におけるにおけるにおけるにおける書書書書きやすさのきやすさのきやすさのきやすさの動的要素動的要素動的要素動的要素（図は例）    
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 学習のレベル化にあたっては、字体構造が楷書と同じものから先に学習し、直接

連続などの字体構造の変化がありうるものに移行していくように考えた。 

運動パターンについては、次のように考えた。礒野11は、筆順構造の分析を通し

て、筆順上連続する基本点画の組み合わせパターンの頻度を明らかにしている。ま

た押木12は、これらのパターンが「Ｚ型運動」などの運動パターンと関係すること、頻度の高いものは汎用性が

高い可能性があることを示唆している。以上より、連続する点画パターンの頻度から、運動パターンを具体化し

たものが、図 2である。 

次に、動的視点による書字運動要素と、静的視点で捉えられる従来の学習要素である行書の特徴との統合を図

り、学習要素としての妥当性や信頼性を高めるため、以下のように対応を考えた。 

・ 「点画の丸み」→「加速度の減少：水平方向：方向変化における加減速の平滑化」 

・ 「筆脈の連続」→「運動量の減少：上下方向：空筆部の高さの減少」「加速度の減少：上下方向：空筆部の

なめらかな上下動」 

・ 「直接連続」→「運動量の減少：上下方向：空筆部の高さの減少・水平方向：空筆部の移動距離の短縮」 

・ 「点画の形の変化」→「運動量の減少：水平方向：実筆部の移動距離の短縮・空筆部の移動距離の短縮」 

・ 「点画の省略」→「運動量の減少：上下方向：空筆部の高さの減少・水平方向：空筆部の移動距離の短縮・

実筆部の移動距離の短縮」 

・ 「筆順の変化」→字体構造は変化しない場合「運動量の減少：水平方向：空筆部の移動距離の短縮」 字体

構造が変化する場合「運動量の減少：水平方向：空筆部の移動距離の短縮」「運動量の減少：水平方向：実

筆部の移動距離の短縮」 

・ 「点画の向きの変化」→「運動量の減少：水平方向：空筆部の移動距離の短縮」 

・ 「点画の長さ

の変化」→視覚

的な安定感や

整斉さの意識、

運動パターン

の単純化など

が予測される。 

さらに、従来の行

書の学習内容と順序

について確認するた

め、教科書会社 6社

の発行する平成 18

年度版中学校1年生

書写教科書を対象と

した調査を行った。

この結果の概要が、

図 3である。書字運

動の学習レベルと、

図図図図     2222    礒野礒野礒野礒野によるによるによるによる筆順上連筆順上連筆順上連筆順上連

続続続続するパターンのするパターンのするパターンのするパターンの頻度上位頻度上位頻度上位頻度上位

とととと、、、、推測推測推測推測されるされるされるされる運動運動運動運動    

 

図図図図    3333    中学校中学校中学校中学校１１１１年生書写教科書年生書写教科書年生書写教科書年生書写教科書におけるにおけるにおけるにおける行書教材行書教材行書教材行書教材のののの配列配列配列配列（（（（概略概略概略概略のみのみのみのみ））））    

 

図図図図    4444    本研究本研究本研究本研究でででで設定設定設定設定したしたしたした学習学習学習学習レベルレベルレベルレベル    
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この結果とを比較し、学習レベルの妥当性や信頼性について考察した。「点画の丸み」は 4社が１番目に配列し

ており、本学習レベルでは「点画の丸み」は学習レベル１となる。6 社全てが「点画の形の変化」を「筆脈の連

続」「直接連続」の前後または間に配列している。また、5 社が「筆脈の連続」を「直接連続」よりも前に配列

している。本学習レベルでは「筆脈の連続」は学習レベル１に、「点画の形の変化」は学習レベル２に、「直接

連続」は学習レベル３になる。各社が取り上げている行書の特徴の配列傾向とほぼ共通することから、学習レベ

ルの妥当性や信頼性はあると考える。 

 以上のような過程をへて、学習のしやすさや汎用性などによりレベル化したものが、図 4である。これを基本

として学習を構築することで、文字をゆっくり整えて書く楷書の書き方に慣れている中学生が、手にかかる負担

が少ない書字運動に慣れていき、書きやすく感じるよう工夫する。 

2-3 中学生に適した学習内容化 
 行書の特徴のうち、点画の直接連続や省略は、静的特徴として示しやすく、中学生にとっても理解しやすいと

考えられる。そのため、本来の学習目的よりも、続け字の学習・崩し字の学習といった側面的なイメージが形成

されがちなのではないかと推測される。これに対し、動

的視点による説明は、本来の目的の理解につながりやす

いと考えられる。しかし、先行研究における「圧の適正

化」「加速度の減少」といった概念は、大学生にとって

理解しやすいものであっても、中学生には難しいことが

予想された。 

 そのため、「圧の適正化」については、齋木ら13によ

るカーボン紙法を用いることで、筆記具の持ち方の適正

化とともに、筆圧調整が容易にできるようにした。 

上下方向の運動量の減少および加速度の減少（なめらか

な上下動）については、生徒が運動として経験しているハ

ードル競技と書字動作を対比することで、理解しやすくす

る教材化の工夫をおこなった。図 5は、その例をしめした

もので、１枚目ではコースを上から示し、ＢＣＤコースの

線に対する興味を喚起する。２枚目は、ななめから見たも

ので、Ａにはハードルがなく、ＢＣよりＤのハードルが高

いため、Ａが最初、Ｄが最後にゴールすることが想像され

る。３枚目で、ＢとＣでは飛び方が違うことを示す。Ｂの

方が滑らかに飛んでいるために、速くゴールできることが

想像される。４枚目で、ハードル走の例えを、速く書いた

時の特徴とリンクする。筆記具の上げ下げを少なめにする

こと（Ｄに対するＢＣ）や、速度を落とさず滑らかに上げ

下げすること（Ｃに対するＢ）で、手にかかる負担が少な

く書きやすい書き方になり、書字時間も短縮することを考

える。また、Ａは筆記具を上げずに書くことに該当し、連

続しすぎると読みにくくなることとして考える。 

加速度の減少のうち、折れの曲線化については、ベース

ランニングの例を用いて、学習内容の教材化の工夫をおこ

なった。図 6は、その例をしめしたもので、１枚目で、Ｂ

は各ベース間を直線的に走り、停止して方向を変えている

のに対し、Ａは走る距離は少し伸びるが、スピードを落と

さずにダイヤモンドを曲線的に回っており、ＢよりＡが速

くホームインすることを想像させる。２枚目では、ベース

図図図図    5555    ハードルハードルハードルハードル競技競技競技競技とととと、、、、上下動上下動上下動上下動のののの減少減少減少減少・・・・加速度加速度加速度加速度のののの減少減少減少減少（（（（なめなめなめなめ

らかならかならかならかな上下動上下動上下動上下動））））    
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ランニングの例を、速く書いた時の特徴とリンクさせる。折

れの方向変化を曲線的にしてストップ＆ゴーを少なくする

ことで、手にかかる負担が少なく書きやすい書き方になり、

書字時間も短縮することを学習する。 

2-4 マルチメディア機器を活用した動的視点での学習 
 学習目標を達成するためには、動的学習要素の知識的理

解とともに、実際の書字動作を見て理解し、まねることも

重要である。その点で、書写の技能に熟練した教師が生徒

の前で範書をすることは、ある意味では望ましいことと考

えられる。しかし、中学校国語科教育に関わる全ての教師

が書写の技能に熟練しているわけではない。教師の技能を

向上させることも大切ではあるが、マルチメディア機器を

活用した動的な学習は、教育現場の実状に対して有効に機

能すると考える。 

 本研究では、マルチメディア機器を活用して、動的学習

要素の概念や、運動パターン等を動的に示すことのできる

デジタルコンテンツを作成した。動画は、720×480 ピクセ

ルの WMV形式のファイルで、計18ファイルからなる。これ

らは、学習事項を文言で添えるなどして、パワーポイント

により提示することとした。その例が、図 7である。また、

インターネットで公開し、ストリーミング再生できるよう

にする。 

３３３３. 動的視点動的視点動的視点動的視点とレベルとレベルとレベルとレベル化化化化によるによるによるによる授業構想授業構想授業構想授業構想 
 以上の考察を元に、中学校１年生を対象とした、６時間

の授業を構想した。 

教材とする文字については、次のように検討した。まず、

運動パターンを含み持つ漢字や語句を検討するにあたり、

次の点に留意した。 

 画数や部分の組み合わせがあまり多くないこと 

 前時に学習済みの基本点画の組み合わせの運動

パターンをできるだけ含み持つこと 

次に、教科書会社 6社および『新編 書写指導』14『書写指導 中学校編』15に掲載されている語句を検討した結果、

主として『新編 書写指導』『書写指導 中学校編』に掲載されている語句を教材語句として使用するものとした。 

 授業全体の概要は、図 8に示すとおりであり、０時間目に楷書の復習をおこない、その中で、読みやすく書く

には時間をかけて書く必要があることを理解する。１時間目は、動画を含むビジュアルな教材を用いたり、硬筆

で書き確かめる活動を通し、読みやすさを維持し速く書きやすく書くための要素の理解をおこなう。特に、この

時間の最初に、「国語学習」という語句を「ゆっくり丁寧に書く」「15秒で書く」「10秒で書く」「5秒で書く」

という 4種類の書字条件で書かせることで、楷書も速く書くと読みにくくなることを確認するとともに、手がす

らすらと動かなくて書きにくさを感じること、またその字形の特徴を確認する。その後、2-3で述べたハードル走

やベースランニングの例を、ビジュアルに表示しながら、書きやすく書くための要素を理解する。 

２時間目はレベル１の、すべての文字で使える要素と運動パターン（. . .）を学習し、それ

を応用して「三里」を書く。図 9は、その学習内容である。３時間目はレベル２の、多くの文字で使える要素と

運動パターン（. ..）を学習し、それを応用して「果実」を書く。４時間目はレベル３の、一部の

文字で使える要素と運動パターン（. . . .）を学習し、それを応用して「名作」を書く。

これら２～４時間目は、2-4で述べたマルチメディア教材による説明をおこなうとともに、練習時間にも生徒が任

図図図図    6666    ベースランニングとベースランニングとベースランニングとベースランニングと加速度加速度加速度加速度のののの減少減少減少減少    
（（（（折折折折れのれのれのれの曲線化曲線化曲線化曲線化））））    

    

図図図図    7777    動画動画動画動画によるによるによるによる動的視点動的視点動的視点動的視点のののの学習等学習等学習等学習等    
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意に参照できるようにスクリーンに連続再生す

る。また、図 10の A～Cに示すワークシート（配

置は実際と変えて表示）も併用し、○の周りを

なめらかに回るように書くなどの指示をおこな

う。４時間目の直接連続の学習に関連して、む

やみな連続は読みやすさを損なうことについ

て、図 10の Dの資料を元に説明する。 

５時間目は、毛筆で学習した運動を、硬筆の

書字運動に転化する。まず、鉛筆を用い約1.2c

m 四方のマスを筆圧に変化を付けて塗りつぶす

運動により、硬筆の持ち方や適切な筆圧のかけ

方を確認する。次に図 10の Eに示すシートを用

い、運動パターンを鉛筆でなぞる運動を通して、

なめらかな指の動かし方に慣れる。そして、パ

ターンを生かし、「三里」「果実」「名作」「栄

光」「雲海」を鉛筆で練習する。この時間の最

後には、「国語学習」を速度を変えて書き、第

１時で書いた「国語学習」と比較して、書きや

すさと読みやすさについて自己評価を行う。 

４４４４. 授業授業授業授業のののの実施実施実施実施とととと効果効果効果効果 
 このように構想した授業を、新潟県内の中学

校１年生 34名を対象として実施した。授業の効

果について、全員から学習物・感圧紙および自

己評価カードを得、また 5人の抽出生徒につい

て、学習前後における、書字にかかる時間、筆

圧、速度を測定した。 

4-1 学習者全体からの考察 
４-１-１ 書きやすい書字運動の認識につ

いて 
まず、「行書という書体の学習」という認識ではなく、「読

みやすさを維持し、書きやすく速く書く学習」として認識さ

れたかどうかについて、学習後の自己評価カードを確認した。

以下のような記述から、書きやすさを自覚している様子、速

図図図図    8888    授業全体授業全体授業全体授業全体のののの概要概要概要概要    

 

図図図図    9999    （（（（２２２２時間目時間目時間目時間目））））レベルレベルレベルレベル 1111 のののの学習内容学習内容学習内容学習内容としてとしてとしてとして    

図図図図    10101010    ワークシートのワークシートのワークシートのワークシートの例例例例などなどなどなど    
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く書いても読みやすさを維持できたという認識も見られた 

・ 書写の授業を通して、速く楽に字が書けるようになってよかった。 

・ 速く書いても読める字になった。これからもっと活用したい。 

・ 一番はじめの時よりすらすらと書くことができました。速く書く時にはいままでのならったことをいかし

たいです。 

・ 最初は手がなれずにやっていましたが、だんだんと手がなれ、スラスラと動かせるようになりました。え

んぴつの持ち方も学んだのでこれから色々な所で生かしていきたい。 

このことから、従来静的視点で捉えられていた行書の特徴を、書きやすい書字運動として動的視点から捉えるこ

とによる指導は有効であり、中学生に対してもその方法により、一般化し得るものであると考える。 

４-１-２ 汎用性や運動のしやすさ、覚えやすさに配慮した学習レベル化について 
学習者全体の学習物に対する質的評価をおこない、書字運動の定着や学習レベルの妥当性について検討した。図

 11は、それを要素別に示したものである。以下、各学習レベルの運動パターンごとに考察する。 

まず、レベル１の運動パターン「.」「.」「.」は、「三里」「果実」「名作」で繰り返し学習す

ることにより、80％台から 90％台の高い達成率を示した。達成率が高いことや漢字での使用頻度が最も高いこと

からも、汎用性の高い学習として学習レベルの最初に配列することは合理的であると考える。 

次に、レベル２の運動パターン「.」「.」は、「果実」で学習したが、実筆部の短縮では 50％台から 7

図図図図    11111111    書字運動要素書字運動要素書字運動要素書字運動要素ごとのごとのごとのごとの学習者全体学習者全体学習者全体学習者全体のののの達成率達成率達成率達成率    

 



『書写書道教育研究』22号（清水・押木） 

- 8 -

0％台のやや高い達成率を、空筆部の短縮では 20％から 30％の低い達成率を示した。漢字での使用頻度が高いこと

や常用漢字表でも許容される漢字の書き方として例が載っていること、特に空筆部の書字運動が学習しにくいこと

からも、学習レベルとして 2番目に配列し、複数の語句で繰り返し練習することが達成率の向上につながると考え

る。また、動画などによる書字運動の動的な示し方を工夫することが必要であると考える。 

最後に、レベル３の運動パターン「.」「.」「.」は、「名作」で学習することにより、90％台の

高い達成率を示した。運動の容易さや静的視点でも学習がしやすいこと、漢字での使用頻度が「.」「.」

の運動パターンと同じくらい高いことから、学習レベルとしては「.」「.」の運動パターンの後に配列し

て、単発の練習でも運動を獲得できるようにすることが合理的であると考える。 

毛筆と硬筆の関連についてみたとき、おおくは毛筆で学習効果がある要素は、硬筆でも比較的達成率が高い。し

かし、「.」のパターンのようにかなりの差がみられるものもある。身体における運動の構築などの視点から

の検討が課題として残る。 

４-１-３ マルチメディア機器の利用について 
マルチメディア機器の利用について、学習後の自己評価カードを確認した。以下のような記述が見られ、書き

やすさの向上が自覚されたこと、マルチメディア教材が効果的であったことがうかがえる。 

・ もともと書道が苦てで、授業のときもいやだったけど速く書くコツとか映像とか見てやることができたか

ら楽しかったです。 

・ 私は習字がきらいだったけど、楽しくできてよかったです。コンピューターを見ながら書くと、とっても

楽しくできました。 

・ パソコンの画像をつかってあって、わかりやすかったです。はじめてぎょう書をかいたけど、けっこうで

きてよかったと思います。 

動画はコンピュータで繰り返し再生することが可能なので、生徒が練習している間、繰り返して示すことがで

きた。生徒は、静的に示された手本と自分の書字を比較することに加え、スクリーンの動きと自分の書字動作と

を比較し、双方を修正しながら書字を行ったことが推察される。このように、動的に示された書きやすい書字運

動と静的に示された字形の特徴を統合しながら書字運動の練習をすることにより、より良い書字運動の学習がで

きたと考える。 

4-2 抽出生徒全体からの考察 
学習前後に、5 人の抽出生徒を

対象に、硬筆書字について、時間、

筆圧、速度を測定した。測定は、

「国語学習」という語句を、「普

段書く感じで書く」「ゆっくり丁

寧に書く」「15 秒で書く」「10

秒で書く」「5 秒で書く」という

指示で書いたものである。測定機

器として、KIKO Software社の OA

SIS16を使用した。まず、抽出生徒

群全体に焦点を当て、測定数値の

分析と考察を行う。次に抽出生徒

1 名に焦点を当て、分析と考察を

行う。 

 書字に要した時間について、

「普段書く感じで書く」では平均

で19.1秒から17.3秒に短縮、「ゆ

っくり丁寧に書く」では平均で 2

7.2 秒から 22.8 秒に短縮、「15

図図図図    12121212    抽出生徒全体抽出生徒全体抽出生徒全体抽出生徒全体のののの筆圧筆圧筆圧筆圧    
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秒で書く」「10 秒で書く」「5

秒で書く」という指示の場合、

秒数のカウントを聞きながら書

いたこともあり、概ね変化なし

であった。 

４-２-１ 抽出生徒全体の筆

圧 
抽出生徒全体の最大筆圧と平

均筆圧を測定した結果につい

て、図 12に示す。 

 平均からは、全ての場面にお

いて筆圧がおおむね減少してい

ることがわかる。特に、「普段

書く感じで書く」場面の最大筆

圧は、学習前平均 436gだったの

が学習後平均 298gになり、138

g低下した。これは 31％の低下

になる。これらのことから、書

きやすい書字運動の学習を通し

て、筆圧の低下による圧の適正

化が図られたことが推察され

る。このことにより、たくさん

の文字を書いても手にかかる

負担が少なくなり疲れにくく

なることが、学習効果として期

待される。 

４-２-２ 抽出生徒全体の

書字速度 
抽出生徒全体の書字速度に

ついて、最大速度と平均速度

を、図 13に示す。この数値か

ら、「普段書く感じで書く」

「ゆっくり丁寧に書く」「15秒

で書く」までは、特に傾向はみ

られない。ところが、「10秒で

書く」「5 秒で書く」の場合、

全体的に速度の低下がみられ

る。「5 秒で書く」の場合、最

大速度の平均で 15.6％の減少となっている。この結果は、書字時間がほぼ変わらないこととあわせ、急いで書い

た際に、ある部分を猛スピードで運筆しある部分は停止するといった書き方から、よりなめらかな運筆に移行して

いることを予想させる。制限時間内にたくさんの文字を書く場面における疲労の軽減が学習効果として期待され

る。 

4-3 抽出生徒SA からの考察 
 抽出生徒 SAの結果の全体を、図 14に示す。書字時間は全ての場面で短縮された。筆圧は「10秒で書く」場面

以外の全てで減少した。速度は「10秒で書く」「5秒で書く」場面で最大速度と平均速度とも大きく減少した。

図図図図    13131313    抽出生徒全体抽出生徒全体抽出生徒全体抽出生徒全体のののの書字速度書字速度書字速度書字速度    

 

図図図図    14141414    抽出生徒抽出生徒抽出生徒抽出生徒 SASASASA のののの結果結果結果結果    
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また、書字した字形を確認すると、「10秒で書く」「5秒で書く」場面において、学習要素が表れていることが

主観的に確認できた。 

 総合的に見て抽出生徒 SAは、抽出生徒の中でも的確に学習できている例として考えられる。 

５５５５. まとめまとめまとめまとめ 
 以上から、従来静的視点で捉えられていた行書の特徴を、書きやすい書字運動として動的視点から捉えること

は、中学生向けに教材化することにより、効果的に機能すると考えられる。行書という書体の学習という認識か

ら、書きやすく速く書く学習として認識へかえていく可能性が見られた。「続け字」「崩し字」といった一面的

な捉え方から脱却できる方向性といえよう。 

学習内容のレベル化については、本研究におけるレベル 2の運動パターンに課題が残る。また、硬筆への移行

については、身体における運動の構築などの視点から検討することで、さらに効果的になると考えられる。 

動画による教材提示については、特に繰り返し投影し任意に見ることができるようにしたことも含め、おおむ

ね効果的であったと考える。 

抽出生徒の書字動作の分析から、運動について指導することは有効であり、中学生に対する指導として一般化

し得るものであると考える。 

前述の課題に加え、齋木ら17が指摘するような、書字を意識していない状態での日常化のために、書字運動と

書字内容とにかける意識のバランスを変えながら、練習を繰り返すことが必要であると考える。それにより、獲

得した書字運動の技能が有効に機能することが考えられよう。 
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